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船隊規模20隻､海外向けも拡大
雛千葉商船､創立30周年

千葉商船(本社-千葉県･佐原､営業拠点-東京､木内弘幸社長-ワール

ドマリン社長兼務)は23日､創立30周年を迎えた｡船舶管理会社ワールド

マリンを母体に1972年に設立された同社は用船者の要望に応える形で船隊

を拡大し､現在では発注残を含め20隻の船隊規模になる｡国内では数少ない

∨ Lccを保有する専業船主でもある｡国内オペレーター向けを主体とし

つつも､近年では海外オペレーターへの貸船を拡大している｡

創立30周年を機に同日付でホーム

ページを開設した(UR L -http://

www. chibashlp. co. Jp)0

千葉商船は船舶管理･船員配乗

会社ワールドマリンを母体として

発足した専業船主｡当時､ワールド

マリンは近海の木材船を保有･運航

していたが､ 1979年に船舶管理業と

船主業を分離して､船主業の千葉

商船を設立した｡ワールドマリン

は船員配乗業を主体に､千葉商船

は船主業と船舶管理業を営んでい

たが､ワールドマリンの顧客であ

る船主のニーズに対応するため､

2002年には千葉商船の船舶管理部

千葉商船のフリートリスト

門をワールドマリンに統合した｡

これにより､ワールドマリン･グ

ループの船主部門が千葉商船､船

舶管理･船員配乗部門がワールド

マリンという現在の形となった｡

船主業の展開について木内社長

は｢経営方針の1つでもある『大き

く変化する経済変動に影響されな

い経営』を継続的に実行し､キャッ

シュフロー経営前提に展開してき

た｣と語るo ｢為替リスクを伴わな

いもの｣ ｢長期契約主体｣ ｢国内オペレ

ーター向け主体｣-を船主業のポリ

シーとして､経営してきた｡

千葉商船は旧昭和海運系の船主

船種 冕����v�9��逓船中 俟H�9(b�

1 凭)8�驃)���B�8803 舒(���)�B�1993 

2 �6�986h4(7ﾘ6(4�5��4万3596 ��ﾙ���)�B�1994 

3 �5(986X6��B�4229TEU 倅�因Hﾔ鮎b�1995 

4 ��42�3199台 仞�轌�)�B�2000 

5 �5(986X6��B�1032TEU 舒(���)�B�2002 

6 �6�986h4(7ﾘ6(4�5��5万2200 囘ﾈｻI�)�B�2003 

7 錨ﾄ42�30万544 �4�42�4x486��4�42�7ﾘ8ｨ92�8h6�486X6(6��2004 

8 �8ﾈ484ｨ�ｲ�3万2200 ��ix�8x,x,(*ﾒ�2005 

9 �4ｨ8�5H7ﾘ6(4�5��8万2783 ��ﾙ���)�B�2006 

10 �6�986h4(7ﾘ6(4�5��5万5500 倅�I�)�B�2007 

ll �7h8ﾘ5�4�6y�B�4万7000 儖i;��)�B�2007 

12 �7�6�7ﾘ6(4�5��7万6500 ��hｧﾘﾌｸ6�6(4��2008 

13 �7�6�7ﾘ6(4�5��7万8000 �5H6ﾘ8H5り7�5h6ﾙk顯��2009 

14 �6�986h4(5H485��2万8050 �*�*(*h+y�)�B�2009 

15 �7h8ﾘ5�4�6y�B�4万5800 ��ix�8x,x,(*ﾒ�2010予定 

16 �7�6�7ﾘ6(4�5��8万3000 �5H6ﾘ8H5り7�5h6ﾙk顯��2011予定 

17 �6�986h4(5H485��2万8000 �*�*(*h+y�)�B�2012予定 

18 �4��ｸ6��ｸ7�6�7ﾘ6(4�5��12万0000 �5H6ﾘ8H5り7�5h6ﾙk顯��2012予定 

19 �6�986h4(7ﾘ6(4�5��5万8000 ��ﾈﾞ��)�B�2012予定 

20 �6�986h4(5H485��3万7300 俑����)�B�2012予定 

としてチップ船を皮切りに､鉱石

専用船､鉱油兼用船､ vLCCな

どを保有し､船隊規模を増やして

きた｡現在は既存船14隻､発注残

6隻の合計20隻の船隊を有する｡

貸船先は極洋海運､日産専用船､

丸紅､伊藤忠商事､出光タンカー､

エバーグリーン､ PCL(パシフィ

ック･キャリアーズ)｡出光タンカ

ー向けVLCC､マーケットで

運用しているハンディマックス･

パルカーの2隻を除いてすべて

裸用船に出している｡

以前は､海外オペレーターは財務

情報などが限られており金融機関

が与信判断をしにくいことから､

｢金融機関が判断できない､会社と

しての判断材料も不十分な設備投

資を行うことは無責任｣ (木内社長)

と考え､基本的には国内オペレー

ター-の貸船を主体としてきた｡

近年では､ ｢日本の金融機関が海外

オペレーターの与信をとれるよう

になってきた｡金融機関と話をし

つつ､海外オペレーター向けの案

件も始めている｣(同)0

直接､海外オペレーターに貸船

しているのは､発注残を含めて6隻

になる｡このうち､エバーグリーン

向けは､同社の中古船を買い取り､

裸用船に出す仕組み変えで､ 4229

TEU型コンテナ船1隻を貸船して

いる｡また､ PCLとは商社を通じ

た関係から始まり､今年から直接､

PC L-の貸船を開始したo

また､千葉商船はVLCCを保有

する国内で数少ない専業船主｡用船

者の意向からシングル-ル船の売船

を進め､現在ではダブルハルのV L

CCを1隻保有している｡ VLCC

の保有実績は延べ10隻になる｡


